
10

20

JP 7375160 B2 2023.11.7

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7375160号

(P7375160)
(24)登録日　令和5年10月27日(2023.10.27)(45)発行日　令和5年11月7日(2023.11.7)

(54)【発明の名称】　車両用のドアオープナー

(51)国際特許分類
　   Ｅ０５Ｂ 81/76 (2014.01)
　   Ｅ０５Ｂ 79/22 (2014.01)
　   Ｅ０５Ｂ 79/20 (2014.01)
　   Ｅ０５Ｂ 85/12 (2014.01)
　   Ｂ６０Ｊ 5/04 (2006.01)

ＦＩ
　Ｅ０５Ｂ 81/76 　　　　 　　　
　Ｅ０５Ｂ 79/22 　　　Ａ 　　　
　Ｅ０５Ｂ 79/20 　　　　 　　　
　Ｅ０５Ｂ 85/12 　　　Ａ 　　　
　Ｂ６０Ｊ 5/04 　　　Ｈ 　　　

(21)出願番号　 特願2022-505919(P2022-505919)
(86)(22)出願日　 令和3年2月26日(2021.2.26)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2021/007518
(87)国際公開番号　 WO2021/182142
(87)国際公開日　 令和3年9月16日(2021.9.16)

審査請求日　 令和4年8月23日(2022.8.23)
(31)優先権主張番号　特願2020-44264(P2020-44264)
(32)優先日　 令和2年3月13日(2020.3.13)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 000010098
アルプスアルパイン株式会社
東京都大田区雪谷大塚町１番７号

(74)代理人　 100107766
弁理士　伊東  忠重

(74)代理人　 100070150
弁理士　伊東  忠彦

(72)発明者　 西條  孝行
東京都大田区雪谷大塚町１番７号  アル 
プスアルパイン株式会社内

審査官　 河本  明彦

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 部 と 、
　 前 記 筐 体 部 に 回 動 軸 を 中 心 に 初 期 位 置 と 終 端 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら  
れ て い る 操 作 レ バ ー と 、
　 制 御 信 号 を 生 成 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
　 車 両 の ド ア を 機 械 的 に 開 く 第 ２ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、
　 感 触 発 生 機 構 と 、
　 前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る 復 帰 用 弾 性 体 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ は オ フ で あ り 、
　 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ２ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第  
１ の ス イ ッ チ は オ ン と な り 、 前 記 感 触 発 生 機 構 に よ り 感 触 が 生 じ 、
  前 記 復 帰 用 弾 性 体 の 一 方 の 端 部 は 前 記 筐 体 部 に 支 持 さ れ て い る が 、 前 記 第 １ の 角 度 範 囲  
で は 他 方 の 端 部 は 前 記 操 作 レ バ ー と 接 触 し て は い な い 、 ま た は 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 の 一 方  
の 端 部 は 前 記 操 作 レ バ ー に 支 持 さ れ て い る が 、 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 で は 他 方 の 端 部 は 前 記  
筐 体 部 と 接 触 し て は い な い
  こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 第 １ の 角 度 範 囲 に お い て 、 前 記 感 触 発 生 機 構 に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 一 定 で あ る

請求項の数　16　（全22頁）　最終頁に続く
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  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 感 触 発 生 機 構 は 、 前 記 操 作 レ バ ー を 回 動 す る の に 伴 っ て 感 触 を 生 じ さ せ る 感 触 発 生  
用 弾 性 体 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 感 触 発 生 機 構 が 前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 復 帰 用 弾 性 体 は 、 固 定 端 と 可 動 端 と を 有 し 、 前 記 操 作 レ バ ー に 復 帰 力 を 与 え る 復 帰  
用 弾 性 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 及 び 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ３ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 復  
帰 用 弾 性 体 が 前 記 操 作 レ バ ー に 復 帰 力 を 与 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 車 両 用  
の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 復 帰 用 弾 性 体 の 前 記 固 定 端 で あ る 一 方 の 端 部 は 前 記 筐 体 部 に 支 持 さ れ て い る が 、 前 記  
第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 の 前 記 可 動 端 で あ る 他 方 の 端 部 は 前 記 操 作 レ バ ー  
と 接 触 し て な く 、 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 及 び 前 記 第 ３ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 の
前 記 他 方 の 端 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー と 接 触 し 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 に は 、 前 記 操 作 レ バ ー を  
復 帰 さ せ る た め の 復 帰 力 が 生 じ て い る 、
　 ま た は 、
前 記 復 帰 用 弾 性 体 の 前 記 固 定 端 で あ る 一 方 の 端 部 は 前 記 操 作 レ バ ー に 支 持 さ れ て い る が 、  
前 記 第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 の 前 記 可 動 端 で あ る 他 方 の 端 部 は 前 記 筐 体 部  
と 接 触 し て な く 、 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 及 び 前 記 第 ３ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 の
前 記 他 方 の 端 部 は 、 前 記 筐 体 部 と 接 触 し 、 前 記 復 帰 用 弾 性 体 に は 、 前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰  
さ せ る た め の 復 帰 力 が 生 じ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ  
ナ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
  筐 体 部 と 、
  前 記 筐 体 部 に 回 動 軸 を 中 心 に 初 期 位 置 と 終 端 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら  
れ て い る 操 作 レ バ ー と 、
  制 御 信 号 を 生 成 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
  車 両 の ド ア を 機 械 的 に 開 く 第 ２ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、
  感 触 発 生 機 構 と 、
  前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る 復 帰 用 弾 性 体 と 、
  を 有 し 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ は オ フ で あ り 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ２ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第  
１ の ス イ ッ チ は オ ン と な り 、 前 記 感 触 発 生 機 構 に よ り 感 触 が 生 じ 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 ２ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ３ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第  
２ の ス イ ッ チ は オ ン と な り 、
　 前 記 感 触 発 生 機 構 は 、 前 記 筐 体 部 に 設 け ら れ た 摺 動 面 と 、 前 記 操 作 レ バ ー を 回 動 す る の  
に 伴 っ て 感 触 を 生 じ さ せ る 感 触 発 生 用 弾 性 体 と 、
　 前 記 操 作 レ バ ー の 前 記 摺 動 面 の 側 に 前 記 摺 動 面 と 対 向 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 感 触 発 生  
用 弾 性 体 か ら の 復 帰 力 に よ っ て 前 記 摺 動 面 の 側 に 押 圧 さ れ る こ と に よ り 前 記 摺 動 面 に 接 触  
し 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 に 伴 い 前 記 摺 動 面 と 摺 動 す る 突 起 部 材 を 有 し 、
　 前 記 摺 動 面 に は 、 前 記 操 作 レ バ ー を 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 で 回 動 さ せ た 際 に 前 記 突 起 部 材  
が 接 触 す る 範 囲 に 設 け ら れ 、 且 つ 、 前 記 突 起 部 材 の 先 端 部 と 接 す る 凸 部 と 、 前 記 操 作 レ バ  
ー が 回 動 さ れ て 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 か ら 前 記 第 ３ の 角 度 範 囲 に 切 り 替 わ っ た 時 に 前 記 突 起  
部 材 と 接 す る 凹 部 と 、 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 復 帰 用 弾 性 体 は 、 ト ー シ ョ ン ば ね で あ り 、
　 前 記 ト ー シ ョ ン ば ね の 一 方 の 端 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー に 固 定 さ れ て お り 、
　 前 記 ト ー シ ョ ン ば ね の 他 方 の 端 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー が 回 動 し 、 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 か  
ら 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 に 移 る 際 に 、 前 記 筐 体 部 に 設 け ら れ た 係 止 部 と 接 触 す る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 と 前 記 第 ３ の 角 度 範 囲 の 間 に 第 ４ の 角 度 範 囲 を 有 し 、
　 前 記 第 ４ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は オ フ の ま ま で  
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 感 触 発 生 機 構 に よ る 復 帰 力 は 、 前 記 第 ３ の 角 度 範 囲 及 び 前 記 第 ４ の 角 度 範 囲 に お い  
て 、 前 記 回 動 角 が 広 く な る 方 向 に 働 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 車 両 用 の  
ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
  筐 体 部 と 、
  前 記 筐 体 部 に 回 動 軸 を 中 心 に 初 期 位 置 と 終 端 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら  
れ て い る 操 作 レ バ ー と 、
  制 御 信 号 を 生 成 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
  車 両 の ド ア を 機 械 的 に 開 く 第 ２ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、
  感 触 発 生 機 構 と 、
  前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る 復 帰 用 弾 性 体 と 、
  を 有 し 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ は オ フ で あ り 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ２ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第  
１ の ス イ ッ チ は オ ン と な り 、 前 記 感 触 発 生 機 構 に よ り 感 触 が 生 じ 、
　 前 記 操 作 レ バ ー は 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ に 対 向 し て 設 け ら れ 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 に  
伴 っ て 前 記 第 １ の ス イ ッ チ と の 距 離 が 変 化 す る 押 下 部 を 有 し 、
　 前 記 押 下 部 は 回 動 動 作 に 従 っ て 第 １ の ス イ ッ チ に 対 し て 接 す る 連 続 的 に 形 成 さ れ た 第 １  
の 押 下 面 と 、 前 記 第 １ の 押 下 面 よ り も 前 記 第 １ の ス イ ッ チ か ら の 距 離 が 遠 い 第 ２ の 押 下 面  
と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 押 下 面 は 、 前 記 操 作 レ バ ー を 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 で 回 動 さ せ た 際 に 前 記 第 １  
の ス イ ッ チ と 接 し 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ を 押 圧 し て 電 気 的 に オ ン に す る こ と を 特 徴 と す る  
車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー を 操 作 す る 操 作 者 か ら の 操 作 力 を 伝 達 す る 伝 達 部 材 を 介  
し て 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ  
ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 接 続 部 は 、 前 記 操 作 レ バ ー 上 に お い て 前 記 操 作 レ バ ー の 前 記 回 動 軸 か ら 間 隔 を 空 け  
た 位 置 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 と 共 に 前 記 接 続 部 も 回 動 さ れ る こ と に よ り 前 記  
伝 達 部 材 が 移 動 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 前 記 伝 達 部 材 の 移 動 に 伴 っ て オ ン と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ ２ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ ４ 】
  筐 体 部 と 、
  前 記 筐 体 部 に 回 動 軸 を 中 心 に 初 期 位 置 と 終 端 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら  
れ て い る 操 作 レ バ ー と 、
  制 御 信 号 を 生 成 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
  車 両 の ド ア を 機 械 的 に 開 く 第 ２ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、
  感 触 発 生 機 構 と 、
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  前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る 復 帰 用 弾 性 体 と 、
  を 有 し 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 第 １ の 角 度 範 囲 に お い て 、 前 記 感 触 発 生 機 構 の 復 帰 力 の 大 き  
さ は ゼ ロ よ り 大 き く 保 た れ 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き く  
な る と 復 帰 力 の 大 き さ は 減 り 始 め 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も  
大 き な 第 ２ の 角 度 範 囲 内 の 途 中 で ゼ ロ よ り 小 さ く な り 、
  前 記 復 帰 用 弾 性 体 は 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 第 １ の 角 度 範 囲 に お い て 、 復 帰 力 は 生  
じ て お ら ず 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 前 記 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き く な る と 復 帰 力 の  
大 き さ は 増 え 始 め 、
  前 記 感 触 発 生 機 構 は 、 前 記 筐 体 部 に 設 け ら れ た 摺 動 面 と 、 前 記 操 作 レ バ ー を 回 動 す る の  
に 伴 っ て 感 触 を 生 じ さ せ る 感 触 発 生 用 弾 性 体 と 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 前 記 摺 動 面 の 側 に 前 記 摺 動 面 と 対 向 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 感 触 発 生  
用 弾 性 体 か ら の 復 帰 力 に よ っ て 前 記 摺 動 面 の 側 に 押 圧 さ れ る こ と に よ り 前 記 摺 動 面 に 接 触  
し 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 に 伴 い 前 記 摺 動 面 と 摺 動 す る 突 起 部 材 を 有 す る
  こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ ５ 】
  前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 ２ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ３ の 角 度 範 囲 で は 、 前 記 第  
２ の ス イ ッ チ は オ ン と な り 、  
  前 記 摺 動 面 に は 、 前 記 操 作 レ バ ー を 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 で 回 動 さ せ た 際 に 前 記 突 起 部 材  
が 接 触 す る 範 囲 に 設 け ら れ 、 且 つ 、 前 記 突 起 部 材 の 先 端 部 と 接 す る 凸 部 と 、 前 記 操 作 レ バ  
ー が 回 動 さ れ て 前 記 第 ２ の 角 度 範 囲 か ら 前 記 第 ３ の 角 度 範 囲 に 切 り 替 わ っ た 時 に 前 記 突 起  
部 材 と 接 す る 凹 部 と 、 が 設 け ら れ て い る
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 請 求 項 １ ６ 】
  筐 体 部 と 、
  前 記 筐 体 部 に 回 動 軸 を 中 心 に 初 期 位 置 と 終 端 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら  
れ て い る 操 作 レ バ ー と 、
  制 御 信 号 を 生 成 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、
  車 両 の ド ア を 機 械 的 に 開 く 第 ２ の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ る 接 続 部 と 、
  感 触 発 生 機 構 と 、
  前 記 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る 復 帰 用 弾 性 体 と 、
  を 有 し 、
  前 記 復 帰 用 弾 性 体 は ト ー シ ョ ン ば ね で あ り 、
  前 記 感 触 発 生 機 構 は 、 前 記 筐 体 部 に 設 け ら れ た 摺 動 面 と 、 前 記 操 作 レ バ ー を 回 動 す る の  
に 伴 っ て 感 触 を 生 じ さ せ る 感 触 発 生 用 弾 性 体 と 、
  前 記 操 作 レ バ ー の 前 記 摺 動 面 の 側 に 前 記 摺 動 面 と 対 向 し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 感 触 発 生  
用 弾 性 体 か ら の 復 帰 力 に よ っ て 前 記 摺 動 面 の 側 に 押 圧 さ れ る こ と に よ り 前 記 摺 動 面 に 接 触  
し 、 前 記 操 作 レ バ ー の 回 動 に 伴 い 前 記 摺 動 面 と 摺 動 す る 突 起 部 材 を 有 す る
  こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 等 の 車 両 の ド ア に は ド ア ハ ン ド ル や レ バ ー な ど の 操 作 部 材 を 備 え た ド ア オ ー プ ナ  
ー が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な ド ア オ ー プ ナ ー は 、 操 作 部 材 を 所 定 量 操 作 す る こ と に よ  
り 、 操 作 部 材 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ が オ ン と な り 制 御 信 号 が 生 成 さ れ て 、 ド ア ロ ッ ク が 電  
気 的 に 解 除 さ れ る 。 そ し て 緊 急 時 に は 、 更 に 、 所 定 量 よ り も 大 き な 操 作 を す る こ と に よ り  
、 機 械 的 に も ド ア ロ ッ ク が 解 除 さ れ る 方 法 が 取 ら れ て お り 、 多 段 ス イ ッ チ と し て 動 作 す る 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ３ ３ ２ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 で は 、 ド ア ロ ッ ク を 解 除 す る た め に 多 段 ス イ ッ チ と し て 動 作 す る ド ア オ ー プ ナ ー が  
設 け ら れ て い た 。 し か し 、 こ の よ う な ド ア オ ー プ ナ ー は ド ア を 電 気 的 に 駆 動 さ せ る 駆 動 部  
と 、 操 作 力 を 駆 動 力 と し て 用 い る こ と に よ っ て ド ア を 駆 動 さ せ る 機 械 的 な リ ン ク 機 構 と 、  
を 共 に 備 え た ド ア を 操 作 す る た め に も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な ド ア オ ー プ ナ ー を 電 気 的 な 駆 動 部 を 備 え た ド ア に 応 用 す る 場 合 、  
電 気 的 な 駆 動 部 を 制 御 す る 操 作 範 囲 に お い て は 、 操 作 部 材 の 操 作 に 必 要 と さ れ る 操 作 力 が  
小 さ く 維 持 さ れ る よ う に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 機 械 的 な リ ン ク 機 構 を 用 い て ド ア を 駆 動 さ せ  
る 操 作 範 囲 に お い て は 、 駆 動 部 を 電 動 で 駆 動 さ せ る 操 作 範 囲 に お い て 必 要 と さ れ る 操 作 力  
と 比 較 し て 、 操 作 部 材 の 操 作 に 必 要 と さ れ る 操 作 力 が 大 き く 設 定 さ れ る 。 こ の よ う に ド ア  
を 電 気 的 に 駆 動 さ せ る 操 作 を 行 う 操 作 範 囲 と ド ア を 機 械 的 に 駆 動 さ せ る 操 作 を 行 う 操 作 範  
囲 と で 操 作 に 必 要 と さ れ る 操 作 力 を 明 確 に 異 な ら せ る こ と に よ っ て 、 ド ア オ ー プ ナ ー を 操  
作 す る 操 作 者 は 、 操 作 反 力 の 違 い か ら 操 作 範 囲 の 境 界 を 判 別 可 能 に な る 。 そ し て 、 操 作 が  
終 了 し て 操 作 部 材 か ら 手 が 離 さ れ た 後 に は 、 操 作 部 材 は 自 動 的 に 初 期 位 置 ま で 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の レ バ ー バ ネ １ ８ が 操 作 部 材 で あ る レ バ ー １ ４ の 初 期 位 置 を  
開 始 点 と し て レ バ ー １ ４ の 動 作 に 従 っ て 弾 性 力 が 大 き く な る バ ネ で あ る こ と か ら 、 レ バ ー  
１ ４ は 、 操 作 角 度 が 増 え る に 従 っ て 操 作 に 必 要 と さ れ る 操 作 力 が 右 上 が り に 大 き く な る 操  
作 部 材 と な っ て い る 。 そ の た め 、 特 定 の 角 度 範 囲 に お い て 、 レ バ ー １ ４ の 操 作 に 必 要 と さ  
れ る 操 作 力 が 小 さ く 維 持 さ れ る よ う に 設 定 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 操 作 力 を 小 さ  
く 設 定 し た 角 度 範 囲 に お い て 、 判 別 し や す い 操 作 感 触 を 生 成 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 そ  
の た め 、 操 作 力 を 小 さ く 設 定 し た 角 度 範 囲 に お い て 、 電 気 的 な 駆 動 部 の ス イ ッ チ が オ ン に  
な る 前 の 操 作 範 囲 と 、 電 気 的 な 駆 動 部 の ス イ ッ チ が オ ン と な る 操 作 範 囲 と を 判 別 し や す い  
操 作 感 触 を 生 成 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 電 気 的 な 駆 動 部 の ス イ ッ チ が オ ン に な る 前  
の 操 作 範 囲 と 、 電 気 的 な 駆 動 部 の ス イ ッ チ が オ ン と な る 操 作 範 囲 と に お い て 、 生 成 さ れ る  
操 作 感 触 を 判 別 し や す い 車 両 用 ド ア オ ー プ ナ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 一 観 点 に よ れ ば 、 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー は 、 筐 体 部 と 、 筐 体 部 に 回 動  
軸 を 中 心 に 初 期 位 置 と 終 端 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 操 作 レ バ ー  
と 、 制 御 信 号 を 生 成 す る 第 １ の ス イ ッ チ と 、 車 両 の ド ア を 機 械 的 に 開 く 第 ２ の ス イ ッ チ に  
接 続 さ れ る 接 続 部 と 、 感 触 発 生 機 構 と 、 操 作 レ バ ー を 復 帰 さ せ る 復 帰 用 弾 性 体 と 、 を 有 し  
、 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 で は 、 第 １ の ス イ ッ チ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ は オ  
フ で あ り 、 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 １ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ２ の 角 度 範 囲 で は 、 第  
１ の ス イ ッ チ は オ ン と な り 、 感 触 発 生 機 構 に よ り 感 触 が 生 じ 、 第 ２ の ス イ ッ チ は オ フ の ま  
ま で あ り 、 操 作 レ バ ー の 回 動 角 が 、 第 ２ の 角 度 範 囲 よ り も 大 き な 第 ３ の 角 度 範 囲 で は 、 第  
２ の ス イ ッ チ は オ ン と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 開 示 の 車 両 用 ド ア オ ー プ ナ ー に よ れ ば 、 電 気 的 な 駆 動 部 の ス イ ッ チ が オ ン に な る 前 の 操  
作 範 囲 と 、 操 作 力 に よ っ て ド ア を 機 械 的 に 開 く 操 作 範 囲 と に お い て 、 操 作 レ バ ー を 操 作 す  
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る た め の 操 作 力 を 異 な ら せ る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 電 気 的 な 駆 動 部 の ス イ ッ チ が オ ン に な  
る 前 の 操 作 範 囲 と 、 操 作 力 に よ っ て ド ア を 機 械 的 に 開 く 操 作 範 囲 と に お い て 、 生 成 さ れ る  
操 作 感 触 を 判 別 し 易 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー が 取 り 付 け ら れ た ド ア の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー が 取 り 付 け ら れ た ド ア の ド ア ハ ン  
ド ル の 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 斜 視 図
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 右 側 面 図
【 図 ５ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 左 側 面 図
【 図 ６ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 正 面 図
【 図 ７ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 上 面 図
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ １ ）
【 図 ９ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ２ ）
【 図 １ ０ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ３ ）
【 図 １ １ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ４ ）
【 図 １ ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ５ ）
【 図 １ ３ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ６ ）
【 図 １ ４ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ７ ）
【 図 １ ５ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ８ ）
【 図 １ ６ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ ９ ）
【 図 １ ７ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ １ ０ ）
【 図 １ ８ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ １ １ ）
【 図 １ ９ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ １ ２ ）
【 図 ２ ０ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ １ ３ ）
【 図 ２ １ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 の 説 明 図 （ １ ４ ）
【 図 ２ ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー に 生 じ る 復 帰 力 の 説 明 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る 。 尚 、 同 じ 部 材 等 に つ い て は 、 同 一 の 符  
号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 各 図 面 に お い て 、 車 両 の 高 さ 方 向 に  
対 応 す る 方 向 を " 上 下 方 向 " と し 、 車 両 の 幅 方 向 に 対 応 す る 方 向 を " 左 右 方 向 " と し 、 車 両 の  
長 さ 方 向 に 対 応 す る 方 向 を " 前 後 方 向 " と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー ）
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ は 、 車 両  
の ド ア １ ０ の 内 側 に 設 け ら れ た グ リ ッ プ ハ ン ド ル 付 き の ア ー ム レ ス ト ２ ０ に 取 り 付 け ら れ  
て い る 。 図 ２ は 、 ア ー ム レ ス ト ２ ０ の 斜 視 図 で あ り 、 ア ー ム レ ス ト ２ ０ に 車 両 用 の ド ア オ  
ー プ ナ ー １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ は 、 車 両 の  
運 転 席 に 座 っ た 操 作 者 が 肘 ま た は 手 首 を ア ー ム レ ス ト ２ ０ の 上 面 に 載 せ た 状 態 で 操 作 レ バ  
ー １ ２ ０ を 回 動 操 作 し 易 い よ う に ア ー ム レ ス ト ２ ０ の 車 両 内 の 前 方 寄 り の 位 置 に 配 置 さ れ  
て い る 。 ま た 、 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ は 、 操 作 者 が 肘 ま た は 手 首 を ア ー ム レ ス ト  
２ ０ の 上 面 に 載 せ た 状 態 で 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 引 っ 張 り 操 作 可 能 と な る よ う に 、 上 方 か ら  
見 て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が ア ー ム レ ス ト ２ ０ の 上 面 に 設 け ら れ た 開 口 部 か ら 覗 く よ う に 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ を 操 作 す る 操 作 者 は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 操 作 す る  
こ と に よ っ て 電 気 駆 動 部 （ 不 図 示 ） を 駆 動 さ せ る こ と が 出 来 、 そ の 駆 動 に よ っ て ド ア １ ０  
を 開 く こ と が 出 来 る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 不 図 示 の リ ン ク 機 構 を 備 え る 機 械 的 ス イ  



10

20

30

40

50

JP 7375160 B2 2023.11.7(7)

ッ チ ３ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ を 操 作 す る 操 作 者 は 、 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ を 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 、 操 作 力 を 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ に 伝 達 す る こ と が  
出 来 る 。 ま た 、 当 該 リ ン ク 機 構 は 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ に 伝 達 さ れ た 操 作 力 を 駆 動 力 と し て  
ド ア １ ０ を 開 く 機 能 を 備 え て お り 、 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ を 操 作 す る 操 作 者 は 、  
操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 操 作 す る 操 作 力 で ド ア １ ０ を 開 く こ と が 出 来 る 。 尚 、 当 該 電 気 駆  
動 部 を 駆 動 さ せ る た め の 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 操 作 角 度 と 、 当 該 リ ン ク 機 構 を 駆 動 さ せ る た  
め の 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 操 作 角 度 と は 、 重 な ら な い よ う に 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ か ら 図 ７ に 基 づ き 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ の 構 造 に  
つ い て 説 明 す る 。 尚 、 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ の 斜  
視 図 で あ り 、 図 ４ は 右 側 面 図 で あ り 、 図 ５ は 左 側 面 図 で あ り 、 図 ６ は 正 面 図 で あ り 、 図 ７  
は 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー １ ０ ０ は 、 筐 体 部 １ １ ０ と 、 筐 体 部 １ １  
０ に 取 り 付 け ら れ た 操 作 レ バ ー １ ２ ０ と を 有 し て い る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 筐 体 部 １ １  
０ に 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら れ て お り 、 人 が 手 で 操 作 す る た め  
の 操 作 部 １ ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 操 作 部 １ ２ ２ は 、 図 ２ に 示 さ れ る  
よ う に 、 上 方 側 の 面 が ア ー ム レ ス ト ２ ０ の 上 方 側 に 設 け ら れ た 開 口 の お よ そ 半 分 を 塞 ぐ よ  
う に 配 置 さ れ て い る 。 操 作 者 は 、 当 該 開 口 の う ち 操 作 部 １ ２ ２ に よ っ て 塞 が れ て い な い 隙  
間 か ら 指 を 差 し 入 れ る こ と に よ っ て 、 操 作 部 １ ２ ２ の 前 方 側 の 面 、 及 び 、 下 方 側 の 面 に 触  
れ る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 操 作 者 は 、 操 作 部 １ ２ ２ に 指 を 掛 け て 操 作 部 １ ２ ２ を 引 き 上 げ  
る 操 作 を 行 う こ と に よ っ て 、 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に し て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に は 、 突 起 部 材 １ ２ ３ と 、 突 起 部 材 １ ２ ３ を 筐 体 部 １ １ ０ に 向 け て 押  
す コ イ ル ば ね １ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 筐 体 部 １ １ ０ に は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 軸 １  
２ １ を 中 心 に 回 動 す る こ と に よ り 、 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ が 摺 動 す る 摺 動 面 １  
１ １ が 設 け ら れ て い る 。 摺 動 面 １ １ １ に は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 向 け て 凸 と な る 凸 部 １ １  
２ と 、 凹 と な る 凹 部 １ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 凸 部 １ １ ２ は 、 凹 形 状 を 有 し た 凹 部 １ １ ３  
に 連 続 し て 形 成 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 凸 形 状 を な し て い る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動  
角 が １ １ ． ５ ° の と き 、 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ は 、 凸 部 １ １ ２ と 凹 部 １ １ ３ と  
の 境 目 に 接 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ４ に お い て 、 筐 体 部 １ １ ０ の 後 方 側 に は 、 ド ア １ ０ を 電 動 で 駆 動 さ せ て ド ア １  
０ を 開 く 電 気 駆 動 部 を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 を 生 成 す る 電 気 的 な ス イ ッ チ １ ３ ０ が 取 り  
付 け ら れ て い る 。 ス イ ッ チ １ ３ ０ は 、 押 圧 さ れ る こ と に よ っ て 接 点 を 切 り 替 え 可 能 な 押 圧  
部 １ ３ ０ Ａ を 有 し て お り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 後 方 側 に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５ と 対 向 す  
る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ は 、 押 下 部 １ ２ ５ と 対 向 す る 向 き に 配 置 さ れ て  
い る 。 押 下 部 １ ２ ５ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 転 動 作 に 伴 っ て ス イ ッ チ １ ３ ０ の 押 圧 部 １  
３ ０ Ａ に 対 す る 押 圧 量 が 変 化 す る 第 １ の 押 下 面 １ ２ ５ Ａ 、 第 ２ の 押 下 面 １ ２ ５ Ｂ が 連 続 的  
に 形 成 さ れ て い る 。 押 下 部 １ ２ ５ の 第 １ の 押 下 面 １ ２ ５ Ａ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角  
が １ ０ ° か ら １ １ ． ５ ° の 角 度 範 囲 に お い て 、 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ に 最 接 近 し て 押 圧 部 １ ３ ０  
Ａ を 押 圧 す る 。 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ を 押 圧 さ れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ は 電 気 的 に オ ン と な る 。 ス イ  
ッ チ １ ３ ０ は 、 ド ア １ ０ を 電 気 的 に 駆 動 さ せ る 電 気 駆 動 部 （ 不 図 示 ） と 電 気 的 に 接 続 さ れ  
て お り 、 電 気 的 に オ ン に な る と 、 当 該 電 気 駆 動 部 を 駆 動 さ せ る 制 御 信 号 を 生 成 し 、 当 該 電  
気 駆 動 部 に 送 信 す る 。 当 該 電 気 駆 動 部 は 、 当 該 制 御 信 号 を 受 信 し た と き に ド ア １ ０ を 駆 動  
さ せ て ド ア １ ０ を 開 く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 筐 体 部 １ １ ０ に 設 け ら れ て い る 摺 動 面 １ １ １ は 、 回 動 軸 １ ２ １  
か ら の 距 離 が そ れ ぞ れ 異 な る よ う に 形 成 さ れ た 凸 部 １ １ ２ と 凹 部 １ １ ３ と を 含 ん で い る 。  
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凸 部 １ １ ２ と 凹 部 １ １ ３ と が 連 続 し て 滑 ら か に 形 成 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 摺 動 面 １ １  
１ は 曲 面 に な っ て い る 。 摺 動 面 １ １ １ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 対 し て 動 作 可 能 に 取 り 付 け  
ら れ 、 回 動 軸 １ ２ １ か ら の 距 離 が 可 変 に 設 け ら れ た 突 起 部 材 １ ２ ３ に 対 向 し て 設 け ら れ て  
い る 。 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 突 起 部 材 １ ２ ３ は 、 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 と す る 円 の 法 線  
と 平 行 な 方 向 に ス ラ イ ド 移 動 す る こ と に よ っ て 回 動 軸 １ ２ １ か ら の 距 離 が 変 わ る 。 突 起 部  
材 １ ２ ３ の 摺 動 面 １ １ １ 側 に は 、 摺 動 面 １ １ １ に 向 け て 先 細 り と な っ た 形 状 を 有 し 、 摺 動  
面 １ １ １ と 接 す る 先 端 部 １ ２ ３ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 先 端 部 １ ２ ３ Ａ は 、 僅 か に 曲 面 形 状  
を 有 し て 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 摺 動 面 １ １ １ と 円 滑 に 摺 動 可 能 と な っ て い る 。 図 ４ に  
示 さ れ る 状 態 で は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 突 起 部 材 １ ２ ３ に は 、 コ イ ル ば ね １ ２  
４ か ら の 復 帰 力 が 、 筐 体 部 １ １ ０ の 摺 動 面 １ １ １ を 押 す 方 向 に 働 い て い る 。 よ っ て 、 図 ４  
に 示 さ れ る 状 態 か ら 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 転 操 作 し た 時 、 筐 体 部 １ １ ０ の 摺 動 面 １ １ １ に  
設 け ら れ た 凸 部 １ １ ２ 及 び 凹 部 １ １ ３ と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 突 起 部 材 １ ２ ３  
及 び コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ り 、 感 触 が 生 じ る た め 、 こ れ ら を 感 触 発 生 機 構 と 記 載 す る 場 合  
が あ る 。 ま た 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ は 感 触 発 生 用 弾 性 体 の 一 例 で あ る 。 当 該 感 触 発 生 機 構 は  
、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ が 変 化 し た と き に 操 作 感 触 を 生 成 す る 。 当 該 感  
触 発 生 機 構 に よ っ て 生 成 さ れ た 操 作 感 触 は 、 操 作 部 １ ２ ２ を 操 作 す る 操 作 者 の 手 に 伝 達 さ  
れ る 。 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の ば ね 定 数 及 び 収 縮  
量 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の 接 触 角 度 等 を 変 数 と し た 関 係 式 に よ り 決 定 さ れ る  
た め 、 そ れ ら の 値 を 調 整 す る こ と に よ っ て 調 整 可 能 で あ る 。 ま た 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ  
る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の 摩 擦 係 数 、 回 動 軸 １ ２ １ か ら 摺  
動 面 １ １ １ ま で の 距 離 に よ っ て も 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 左 右 方 向 の 両 側 に は 、 ト ー シ ョ ン ば ね １  
４ ０ が 各 々 取 り 付 け ら れ て い る 。 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ は 、 巻 か れ て い る 部 分 の 中 心 が 、  
操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 軸 １ ２ １ と 略 一 致 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 図 ３ ～  
図 ５ に 示 す よ う に 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 一 方 の 端 部 １ ４ １ は 、 固 定 端 と な っ て お り 、  
操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 支 持 部 １ ２ ６ に 支 持 さ れ 固 定 さ れ て い る 。 ト ー シ ョ ン ば ね  
１ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 可 動 端 と な っ て い る 。 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 操 作 レ バ ー １  
２ ０ の 回 動 角 が ０ ° か ら １ ０ ° 未 満 の 角 度 範 囲 に お い て は 筐 体 部 １ １ ０ と 接 触 せ ず 、 操 作  
レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° 以 上 の 角 度 範 囲 に お い て は 筐 体 部 １ １ ０ に 設 け ら れ た 係 止  
部 １ １ ４ と 接 触 す る 。 他 方 の 端 部 １ ４ ２ が 係 止 部 １ １ ４ と 接 触 し た ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０  
は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° よ り も 大 き く な る 操 作 が 行 わ れ た 時 に は 係 止 部 １  
１ ４ と の 接 触 に 伴 っ て 弾 性 変 形 し 、 そ の 変 形 量 に 従 っ て 支 持 部 １ ２ ６ 及 び 支 持 部 １ ２ ６ が  
形 成 さ れ た 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 復 帰 力 を 与 え る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 右 側 の 側 面 部 に は 、  
回 動 軸 １ ２ １ か ら 間 隔 を 空 け た 位 置 に ケ ー ブ ル 接 続 部 １ ２ ７ が 設 け ら れ て お り 、 ケ ー ブ ル  
接 続 部 １ ２ ７ に は 伝 達 部 材 で あ る ケ ー ブ ル １ ５ ０ が 接 続 さ れ て お り 、 ケ ー ブ ル １ ５ ０ に は  
、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ は  
、 不 図 示 の ド ア ロ ッ ク 解 除 機 構 と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 加 え ら れ た 操 作 力 を 用 い て ド ア １  
０ を 機 械 的 に 開 く た め の 駆 動 力 を 生 じ さ せ る 不 図 示 の リ ン ク 機 構 と を 有 し て い る 。 よ っ て  
、 操 作 者 か ら の 操 作 力 に よ っ て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 し た 際 に は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の  
回 動 と 共 に ケ ー ブ ル 接 続 部 １ ２ ７ の 位 置 が 変 わ っ て ケ ー ブ ル １ ５ ０ が 引 っ 張 ら れ る 。 す る  
と 、 ケ ー ブ ル １ ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ が オ ン と な り 、 機 械 的 ス イ ッ チ  
３ ０ 内 の ド ア ロ ッ ク 解 除 機 構 が 動 作 し て 、 強 制 的 に 開 錠 動 作 が 行 わ れ る 。 そ の た め 、 例 え  
ば 別 途 設 け ら れ た 電 動 ド ア ロ ッ ク 機 構 が 故 障 に よ っ て 動 作 し な い 場 合 に ド ア １ ０ の ロ ッ ク  
状 態 が 維 持 さ れ た ま ま で あ っ た と し て も 、 ド ア １ ０ の ロ ッ ク 状 態 は 解 除 さ れ る 。 ま た 、 同  
時 に 、 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ 内 の リ ン ク 機 構 を 介 し て 操 作 者 か ら の 操 作 力 が ド ア １ ０ へ 伝 達  
さ れ る こ と に よ り 、 ド ア １ ０ は 機 械 的 に 駆 動 さ れ て 開 か れ る 。 尚 、 本 願 に お い て は 、 コ イ  
ル ば ね １ ２ ４ を 感 触 発 生 用 弾 性 体 と 記 載 し 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ を 復 帰 用 弾 性 体 と 記 載  
す る 場 合 が あ る 。 ま た 、 電 気 的 な ス イ ッ チ １ ３ ０ を 第 １ の ス イ ッ チ と 記 載 し 、 機 械 的 ス イ  
ッ チ ３ ０ を 第 ２ の ス イ ッ チ と 記 載 す る 場 合 が あ る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル 接 続 部 １ ２ ７ を 接 続 部  
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と 記 載 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 ）
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー の 操 作 に つ い て 、 図 ８ ～ 図 ２ １ に  
基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 操 作 さ れ て い な い 状 態 、 即 ち 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０  
が 回 動 し て お ら ず 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ０ ° の 状 態 を 示 し て い る 。 尚 、 本 願 に お  
い て は 、 回 動 角 が ０ ° と な っ た 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 位 置 を 初 期 位 置 と 記 載 す る 場 合 が 有 る  
。 図 ８ は 、 こ の 状 態 の 右 側 面 図 で あ り 、 図 ９ は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 筐 体 部  
１ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る ス イ ッ チ １ ３ ０ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に よ り 押 さ れ て は お ら  
ず オ フ の 状 態 で あ る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２  
３ Ａ が 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ り 、 筐 体 部 １ １ ０ の 摺 動 面 １ １ １ に 押 し 付 け ら れ  
て い る 。 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 筐 体 部 １ １ ０ と は 接 触 し て お ら ず 、  
復 帰 力 は 生 じ て い な い 。 こ の 状 態 で は 、 不 図 示 の 筐 体 部 １ １ ０ の 一 部 に 、 不 図 示 の 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 一 部 が 接 触 し て い る 。 そ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 回 動 角 が こ れ 以 上 に  
小 さ な 角 度 に は な ら な い 状 態 、 即 ち 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 す る  
回 動 角 が 最 小 の 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 し 、 操 作 レ バ ー １  
２ ０ の 回 動 角 が ５ ° と な っ た 状 態 を 示 す 。 図 １ ０ は 、 こ の 状 態 の 右 側 面 図 で あ り 、 図 １ １  
は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 筐 体 部 １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る ス イ ッ チ １ ３ ０  
の 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 第 １ の 押 下 面 １ ２ ５ Ａ と 接 し て い る が 押 圧 さ れ  
て は お ら ず オ フ の 状 態 の ま ま で あ る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 突 起 部 材 １ ２  
３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ が 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ り 、 筐 体 部 １ １ ０ の 摺 動 面 １ １ １  
に 、 回 動 角 が ０ ° の 場 合 よ り も 強 く 押 し つ け ら れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に  
は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 元 に 戻 る 方 向 、 即 ち 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が 小 さ く な る 方  
向 に 復 帰 力 が 働 い て い る 。 尚 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 可 動 端 と な  
っ て お り 、 回 動 角 が １ ０ ° よ り も 大 き く な っ た 時 に は 筐 体 部 １ １ ０ の 係 止 部 １ １ ４ と 接 触  
す る よ う に な っ て い る が 、 回 動 角 が ５ ° の 状 態 で は 筐 体 部 １ １ ０ と は 接 触 し て お ら ず 、 復  
帰 力 は 生 じ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 、 更 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 し 、 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° と な っ た 状 態 を 示 す 。 図 １ ２ は 、 こ の 状 態 の 右 側 面 図 で あ り  
、 図 １ ３ は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 筐 体 部 １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る ス イ ッ  
チ １ ３ ０ は 、 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ が 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の ス イ ッ チ １ ３ ０ 側 に 設 け ら れ た 第 １ の  
押 下 面 １ ２ ５ Ａ に よ り 押 さ れ て オ ン と な り 、 制 御 信 号 が 生 成 さ れ る 。 当 該 制 御 信 号 は 電 気  
駆 動 部 （ 不 図 示 ） へ と 送 信 さ れ 、 当 該 制 御 信 号 を 受 信 し た 当 該 電 気 駆 動 部 を 駆 動 さ せ て ド  
ア １ ０ を 開 く 。 ま た 、 摺 動 面 １ １ １ は 、 回 動 角 が ０ ° か ら １ ０ ° と な る 向 き に 操 作 レ バ ー  
１ ２ ０ が 操 作 さ れ た と き 、 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ か ら 回 動 軸 １ ２ １ ま で の 距 離  
が 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 に 伴 い 徐 々 に 小 さ く 変 化 す る 曲 率 の 曲 面 を 有 し て 設 け ら れ て  
い る 。 そ の と き 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ は 徐 々 に 圧 縮 さ れ る が 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １  
１ と の 接 触 角 は 徐 々 に 小 さ く な り 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 一 定 の 正 の  
値 に 保 た れ る 。 こ の た め 、 操 作 者 が 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 を １ ０ ° と な る ま で 操 作 し  
た 後 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 解 放 す る と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復  
帰 力 に よ っ て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ０ ° の 元 の 状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す る 。 ま た 、  
ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 筐 体 部 １ １ ０ の 係 止 部 １ １ ４ と 接 触 は し て  
い る が 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ は 変 形 し て い な い た め 、 復 帰 力 は 生 じ て は い な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 に お け る コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 、 及 び 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復  
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帰 力 の 大 き さ は 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ０ ° か ら １ ０ ° の 角  
度 範 囲 に お い て 、 ０ ． ８ ［ Ｎ ］ で 一 定 と な る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 角 度 範  
囲 に て お い て 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 、 及 び 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 の 大 き  
さ は 、 例 え ば 、 ０ ． ６ ［ Ｎ ］ で あ っ て も よ く 、 １ ． ０ ［ Ｎ ］ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 ０ ．  
２ ［ Ｎ ］ 以 内 の 増 減 を 含 ん だ 一 定 で な い 値 に 調 整 さ れ て い て も 良 い 。 こ の こ と に 拠 れ ば 、  
人 の 触 覚 で は ０ ． ２ ［ Ｎ ］ 程 度 の 差 異 を 判 別 す る こ と は 困 難 で あ る た め 、 操 作 部 １ ２ ２ を  
操 作 す る 操 作 者 は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ０ ° か ら １ ０ ° の 角 度 範 囲 で 操 作 を 行 う  
時 、 操 作 感 触 が 一 定 で あ る よ う に 感 じ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ が 一 定 と な る 角 度 範 囲 を 設 け る こ と に よ り  
、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ が 、 一 定 の 状 態 か ら 急 に 変 化 す る と き 、 操 作 者  
は 、 そ の 変 化 点 の 前 後 に お け る 操 作 感 触 の 違 い を 感 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き  
さ は 、 回 動 角 が ０ ° か ら １ ０ ° の 角 度 範 囲 に お い て ０ ． ８ ［ Ｎ ］ で 一 定 で あ り 、 回 動 角 が  
１ ０ ° よ り も 大 き く な っ た 時 、 減 り 始 め る 。 そ し て 、 回 動 角 が １ ０ ° か ら １ １ ． ５ ° と な  
る ま で 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 さ れ る と き 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、  
０ ． ８ ［ Ｎ ］ か ら － ２ ． １ ［ Ｎ ］ ま で 減 じ る 。 そ の た め 、 回 動 角 が １ ０ ° 未 満 の 状 態 か ら  
１ ０ ° を 超 え る ま で 回 動 操 作 が 行 わ れ る と き 、 操 作 者 は 、 操 作 感 触 の 違 い を 感 じ る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 の 大 き さ が 一 定 と な る 角 度 範 囲 を 設 け る こ と に よ り 、 操  
作 者 は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 の 大 き さ が 、 一 定 の 状 態 か ら 急 に 変 化 す る と き 、 そ の  
変 化 点 の 前 後 に お け る 操 作 感 触 の 違 い を 感 じ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 の 大 き さ は 、 回 動 角 が ０ ° か ら １  
０ ° の 角 度 範 囲 に お い て ０ ． ８ ［ Ｎ ］ で 一 定 で あ り 、 詳 細 は 後 述 す る よ う に 回 動 角 が １ ０  
° か ら １ １ ． ５ ° に か け て ０ ． ８ ［ Ｎ ］ か ら ０ ． ６ ［ Ｎ ］ ま で 変 化 す る が ほ ぼ 変 化 は 無 く  
。 ま た 、 回 動 角 が １ １ ． ５ ° よ り も 大 き い 回 動 操 作 が 行 わ れ る と 、 増 え 始 め て 、 回 動 角 が  
１ １ ． ５ ° か ら ２ ０ ° と な る ま で 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 さ れ る と き 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０  
の 復 帰 力 の 大 き さ は 、 ０ ． ６ ［ Ｎ ］ か ら ７ ． ９ ［ Ｎ ］ ま で 増 加 す る 。 そ の た め 、 回 動 角 が  
１ １ ． ５ ° 未 満 の 状 態 か ら １ １ ． ５ ° を 超 え る ま で 回 動 操 作 が 行 わ れ る と き 、 操 作 者 は 、  
操 作 感 触 の 違 い を 感 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 、 更 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 し 、 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ １ ． ５ ° と な っ た 状 態 を 示 す 。 図 １ ４ は 、 こ の 状 態 の 右 側 面 図 で  
あ り 、 図 １ ５ は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 筐 体 部 １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る ス  
イ ッ チ １ ３ ０ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５ の 第 １ の 押 下 面 １ ２ ５ Ａ に  
よ り 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ を 押 さ れ て オ ン の 状 態 で あ る 。 ま た 、 押 下 部 １ ２ ５ は 、 操 作 レ バ ー １  
２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° か ら １ １ ． ５ ° の 角 度 範 囲 で あ る と き に ス イ ッ チ １ ３ ０ と 接 近 す る  
多 角 形 の 一 角 と し て の 形 状 を 有 し て お り 、 第 ２ の 押 下 面 １ ２ ５ Ｂ は 当 該 多 角 形 の 一 角 を 面  
取 り す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ の 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ は 、 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ １ ． ５ ° で あ る と き 、 第 １ の 押 下 面 １ ２ ５ Ａ と 第 ２ の 押 下 面 １ ２  
５ Ｂ と の 境 目 に 接 し て お り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ １ ． ５ ° よ り も 大 き く な る と  
第 ２ の 押 下 面 １ ２ ５ Ｂ に 接 す る 。 そ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ １ ． ５ ° よ り  
も 大 き く 回 動 す る と 、 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ が 第 ２ の 押 下 面 １ ２ ５ Ｂ と 接 す る こ と に よ っ て 第 ２  
の 押 下 面 １ ２ ５ Ｂ と ス イ ッ チ １ ３ ０ と の 距 離 は 大 き く な る の で 、 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ の 押 下 量  
は 減 少 し 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ は オ フ に 切 り 替 わ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 感 触 発 生 機 構 は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° と な っ た 状 態 か ら １ １ ． ５  
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° と な る 向 き の 操 作 が 行 わ れ た 時 、 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ は 、 回 動 角 が １ ０ °  
か ら １ １ ． ５ ° に か け て 、 摺 動 面 １ １ １ の 凸 部 １ １ ２ の 頂 に 乗 り 上 げ る 。 そ の と き 、 先 端  
部 １ ２ ３ Ａ と 凸 部 １ １ ２ の 接 触 角 度 は 、 徐 々 に 減 じ て 回 動 角 が １ １ ． ５ ° の と き に 最 小 に  
な る た め 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の 接 触 角 度 は 、 急 激 に 変 化 し て 小 さ く な る 。  
そ の た め 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 急 激 に 変 化 し て 小 さ く な る の で 、 感  
触 発 生 機 構 か ら は 明 確 な 操 作 感 触 が 生 成 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 操 作 感 触 は 操 作 部 １ ２ ２ を  
操 作 す る 操 作 者 の 手 に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° と な っ た 時 、 他 方 の 端 部  
１ ４ ２ が 、 筐 体 部 １ １ ０ の 係 止 部 １ １ ４ と 接 す る 。 ま た 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ は 、 一 方  
の 端 部 １ ４ １ が 常 に 操 作 レ バ ー の 支 持 部 １ ２ ６ と 接 し て い る た め 、 回 動 角 が １ ０ ° よ り も  
大 き く な っ た と き 、 変 形 し て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 復 帰 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 の 大 き さ は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ と ト ー  
シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ と に 関 連 し て お り 、 常 に 正 の 値 を 保 つ よ う に 調 整  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 前 述 し た 通 り 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の ば  
ね 定 数 及 び 収 縮 量 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の 接 触 角 度 等 を 変 数 と し た 関 係 式 に  
よ っ て 決 定 さ れ る 合 力 で あ る 。 そ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 の 大 き さ は 、 コ イ ル  
ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 、 及 び 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １  
１ １ と の 接 触 角 度 等 を 変 数 と し た 関 係 式 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の た め 、 回 動 角 が １ １ ． ５ ° と な っ た 状 態 で は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大  
き さ は － ２ ． １ ［ Ｎ ］ で あ り 、 操 作 レ バ ー に 対 し て 回 動 角 が 大 き く な る 向 き の 復 帰 力 を 与  
え て い る が 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は ２ ． ７ ［ Ｎ ］ で あ る 。 そ の た  
め 、 回 動 角 が １ １ ． ５ ° と な っ た 状 態 に お い て 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ  
と ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ と は 、 合 計 値 が ０ ． ６ ［ Ｎ ］ と な り 正 の 値  
に な る 。 ま た 、 回 動 角 が ０ ° か ら ２ ５ ° ま で の 角 度 範 囲 に お い て 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ  
る 復 帰 力 の 大 き さ と ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ と は 、 合 計 値 が 常 に 正 の  
値 を 保 つ よ う に 調 整 さ れ て い る 。 そ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 操 作 す る 操 作 者 が 、 回 動  
角 が １ １ ． ５ ° と な る 状 態 ま で 操 作 し た 後 に 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 解 放 す る と 、 操 作 レ バ ー  
１ ２ ０ は 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° の  
状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 回 動 角 が １ ０ ° と な る 状 態 ま で  
戻 っ た 後 に は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ っ て 回 動 角 が ０ ° と な る 初 期 位 置 ま で 戻 る  
よ う に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ は 、 更 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 し 、 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ５ ° と な っ た 状 態 を 示 す 。 図 １ ６ は 、 こ の 状 態 の 右 側 面 図 で あ り  
、 図 １ ７ は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２  
５ に よ り 、 筐 体 部 １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る ス イ ッ チ １ ３ ０ を 押 し て い る 力 が 弱 ま り 、  
ス イ ッ チ １ ３ ０ は オ フ の 状 態 と な る 。 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 筐 体  
部 １ １ ０ の 係 止 部 １ １ ４ と 接 触 し た 状 態 の ま ま 回 動 し て い る た め 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０  
に は 復 帰 力 が 生 じ て い る 。 よ っ て 、 こ の 状 態 よ り 操 作 レ バ ー １ ２ ０ か ら 手 を 離 す と 、 操 作  
レ バ ー １ ２ ０ は 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １  
０ ° の 状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 ま  
で 戻 っ た 後 に は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ っ て 回 動 角 が ０ ° の 元 の 状 態 に 戻 る よ う  
に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ は 、 更 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 し 、 操 作 レ  
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バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ２ ０ ° と な っ た 状 態 を 示 す 。 図 １ ８ は 、 こ の 状 態 の 右 側 面 図 で あ り  
、 図 １ ９ は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 筐 体 部 １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る ス イ ッ  
チ １ ３ ０ と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５ と が 離 れ る た め 、 ス イ ッ チ １ ３  
０ は オ フ の 状 態 の ま ま で あ る 。 一 方 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 す る  
こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル １ ５ ０ が 引 っ 張 ら れ 、 ケ ー ブ ル １ ５ ０ に 接 続 さ れ た 機 械 的 ス イ ッ チ  
３ ０ が オ ン と な り 、 ド ア を 機 械 的 に 開 く た め の 駆 動 力 を 生 じ ド ア を 機 械 的 に 開 く こ と が で  
き る 。 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 筐 体 部 １ １ ０ の 係 止 部 １ １ ４ と 接 触  
し た 状 態 の ま ま 回 動 し て い る た め 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に は 復 帰 力 が 生 じ て い る 。 よ っ  
て 、 こ の 状 態 よ り 操 作 レ バ ー １ ２ ０ か ら 手 を 離 す と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 ト ー シ ョ ン ば  
ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す  
る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 ま で 戻 っ た 後 に は 、 コ イ ル ば ね １  
２ ４ の 復 帰 力 に よ っ て 回 動 角 が ０ ° の 元 の 状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 摺 動 面 １ １ １ は 、 回 動 角 が １ １ ． ５ ° か ら ２ ０ ° と な る 向 き に 操 作 レ バ ー １ ２ ０  
が 操 作 さ れ た と き 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 に 伴 い 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の 接  
触 角 度 が 徐 々 に 変 化 し て 大 き く な る 曲 率 の 曲 面 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 先 端 部 １  
２ ３ Ａ と 回 動 軸 １ ２ １ と の 距 離 は 徐 々 に 小 さ く な っ て 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 圧 縮 量 は 徐 々  
に 大 き く な る 。 そ の た め 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０  
の 回 動 に 伴 い 徐 々 に 変 化 し て 大 き く な り 、 － ２ ． １ ［ Ｎ ］ か ら － ０ ． ６ ［ Ｎ ］ ま で 増 加 す  
る 。 ま た 、 こ の 角 度 範 囲 に お い て 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 回 動 に 伴 い ２ ． ７ ［ Ｎ ］ か ら ８ ． ４ ［ Ｎ ］ ま で 増 加 す る 。 そ の た め 、 こ の 角  
度 範 囲 に お い て 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ と ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る  
復 帰 力 の 大 き さ と は 同 時 に 増 加 す る た め 、 操 作 部 １ ２ ２ を 操 作 す る 操 作 者 は 、 復 帰 力 が 増  
加 す る 傾 向 の み を 感 じ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ は 、 更 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 し 、 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ２ ５ ° と な っ た 状 態 を 示 す 。 尚 、 本 願 に お い て は 、 回 動 角 が ２ ５ °  
と な っ た 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 位 置 を 終 端 位 置 と 記 載 す る 場 合 が 有 る 。 図 ２ ０ は 、 こ の 状 態  
の 右 側 面 図 で あ り 、 図 ２ １ は 、 左 側 面 図 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 不 図 示 の 筐 体 部 １ １ ０ の  
一 部 に 、 不 図 示 の 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 一 部 が 接 触 し て い る 。 そ の た め 、 こ れ 以 上 は 操 作 レ  
バ ー １ ２ ０ が 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 す る こ と が で き な い 状 態 、 即 ち 、 操 作 レ バ ー １ ２  
０ が 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 す る 回 動 角 が 最 大 の 状 態 で あ る 。 こ の 状 態 で は 、 筐 体 部 １  
１ ０ に 取 り 付 け ら れ た ス イ ッ チ １ ３ ０ と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５ と  
が 離 れ て い る た め 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ は オ フ の 状 態 で あ る が 、 ケ ー ブ ル １ ５ ０ が 引 っ 張 ら れ  
て い る た め 、 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ が オ ン に な っ て い る 。 こ の た め 、 ド ア １ ０ を 機 械 的 に 開  
く た め の 駆 動 力 が 生 じ て お り ド ア １ ０ が 機 械 的 に 開 か れ て い る 。 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の  
他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 筐 体 部 １ １ ０ の 係 止 部 １ １ ４ と 接 触 し た 状 態 の ま ま 回 動 し て い る た  
め 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に は 復 帰 力 が 生 じ て い る 。 よ っ て 、 こ の 状 態 よ り 操 作 レ バ ー １  
２ ０ か ら 手 を 離 す と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作  
レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は  
、 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 ま で 戻 っ た 後 に は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ っ て 回 動 角 が  
０ ° の 元 の 状 態 に 戻 る よ う に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 摺 動 面 １ １ １ は 、 回 動 角 が ２ ０ ° か ら ２ ５ ° と な る 向 き に 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 操  
作 さ れ た と き 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 に 伴 い 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の 接 触 角  
度 が 徐 々 に 変 化 し て 小 さ く な る 曲 率 の 曲 面 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 コ イ ル ば  
ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 徐 々 に 小 さ く な る の で 、 感 触 発 生 機 構 か ら は 操 作 感 触 が  
生 成 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 操 作 感 触 は 操 作 部 １ ２ ２ を 操 作 す る 操 作 者 の 手 に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ ２ に 基 づ き 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー に お い て 、 突 起  
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部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ に 作 用 す る 力 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を  
中 心 に 回 動 さ せ た 回 動 角 が 、 ０ ° 以 上 、 １ ０ ° 未 満 の 範 囲 で は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ は 、 操 作  
レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５ に よ り 押 さ れ て は お ら ず オ フ の 状 態 で あ る 。 摺 動  
面 １ １ １ の う ち 回 動 角 が ０ ° 以 上 、 １ ０ ° 未 満 の 範 囲 で 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ  
と 摺 動 す る 部 位 は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 に 伴 い 回 動 軸 １ ２ １ か ら の 距 離 が 徐 々 に 小 さ  
く な る 曲 率 の 曲 面 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 そ の 部 位 は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る  
復 帰 力 の 大 き さ が 一 定 の 正 の 値 と な る 曲 率 の 曲 面 を 有 し て 設 け ら れ て い る 。 そ の た め 、 そ  
の 部 位 は 、 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 し て 僅 か に 復 帰 力 を 生 じ さ せ る た め 、  
操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 、 回 動 角 が ０ ° 以 上 、 １ ０ ° 未 満 の 範 囲 で 解 放 さ れ た と き 復 帰 す る 。  
ま た 、 可 動 端 と し て 設 け ら れ た ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ ２ は 、 筐 体 部 １ １  
０ の 係 止 部 １ １ ４ に は 接 触 し て は い な い た め 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 は 生 じ  
て い な い 。 こ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ０ ° 以 上 、 １ ０ ° 未 満 の 範 囲 で は 、 操  
作 者 は 、 極 め て 小 さ な 操 作 力 で 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 操 作 す る こ と が 出 来 る よ う に な っ て い  
る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 こ の よ う な 回 動 角 が ０ ° 以 上 、 １ ０ ° 未 満 の 範 囲 を 第 １ の  
角 度 範 囲 と 記 載 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 角 が １ ０ ° 以 上 、 １ １ ． ５ ° 以 下  
の 範 囲 で 回 動 さ せ る と 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ は 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５  
に よ り 押 さ れ て オ ン と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 厳 密 に は ス イ ッ チ １ ３ ０ の 押 圧 部 １ ３ ０ Ａ が 押 圧 さ れ た と き に 発 生 す る 復 元 力 も 存  
在 す る が 、 そ の 大 き さ は 小 さ く て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 復 帰 力 に 対 す る 寄 与 は 小 さ い の で 、  
簡 潔 化 の た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ ０ ° の と き 、 摺 動 面 １ １ １ に 設 け ら れ た 凸 部 １ １ ２ の 頂  
と 、 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と が 接 触 し た 状 態 に あ る が 、 こ れ よ り も 回 動 角 が 大  
き く な る と 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ は 凸 部 １ １ ２ と 隣 接 し て 設 け ら れ た 凹 部 １ １ ３ へ 摺 動 す る 。  
接 点 が 凸 部 １ １ ２ の 頂 か ら 凹 部 １ １ ３ へ 変 わ る の で 、 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 面 １ １ １ と の  
接 触 角 度 は 急 に 小 さ く な り 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ も ま た 急 に 小 さ く な  
る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 操 作 さ れ て 、 回 動 角 が １ ０ ° か ら １ １ ． ５ ° ま で 連 続 的 に 回 動 さ  
れ る と き 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 ０ ． ８ ［ Ｎ ］ か ら － ２ ． １ ［ Ｎ ］  
ま で 小 さ く な る 。 ま た 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 負 の 値 と な る こ と に  
よ っ て 、 回 動 角 が 大 き く な る 向 き の 力 を 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 与 え る よ う に な る 。 そ の た め  
、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 操 作 す る 操 作 者 は 、 感 触 の 変 化 点 を 明 確 に 感 じ 取 る こ と が 出 来 る 。  
こ の よ う に 得 ら れ た 操 作 の 感 触 の 変 化 を 判 断 基 準 と す る こ と に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の  
操 作 部 １ ２ ２ を 操 作 し て い る 人 は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ が オ ン と な っ て い る こ と を 判 断 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 従 っ て 、 操 作 者 は 、 そ の 判 断 結 果 を 元 に し て 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 す る 操 作 を 止 め る  
判 断 を 行 う こ と が 可 能 と な る た め 、 誤 っ て 機 械 的 な ス イ ッ チ を オ ン さ せ て し ま う こ と を 抑  
制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 状 態 で は 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ は 、 一 方 の 端 部 １ ４ １  
が 支 持 部 １ ２ ６ と 接 触 し 、 他 方 の 端 部 １ ４ ２ が 係 止 部 １ １ ４ と 接 触 し た 状 態 の ま ま 回 動 し  
て 弾 性 変 形 し て い る た め 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に は 復 帰 力 が 生 じ て い る 。 そ の た め 、 操  
作 レ バ ー １ ２ ０ に 触 れ て 操 作 を 行 う 操 作 者 が 、 回 動 角 が １ ０ ° よ り も 大 き な 角 度 に 操 作 し  
て 後 に 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 解 放 す る と 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作 レ バ  
ー １ ２ ０ は 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 に 戻 る 。 ま た 、 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 に な っ た 操 作 レ バ  
ー は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ り 、 回 動 角 が ０ ° の 状 態 に 戻 る 。 本 願 に お い て は 、  
こ の よ う な 回 動 角 が １ ０ ° 以 上 、 １ １ ． ５ ° 以 下 の 範 囲 を 第 ２ の 角 度 範 囲 と 記 載 す る 場 合  
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が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 角 が １ １ ． ５ ° を 超 え 、 ２ ０ ° 未  
満 の 範 囲 で 回 動 さ せ る と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 設 け ら れ た 押 下 部 １ ２ ５ に よ り 、 ス イ ッ チ  
１ ３ ０ を 押 し て い る 力 が 弱 ま る か 、 ま た は な く な る た め 、 オ フ と な る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０  
の 回 動 角 が １ １ ． ５ ° を 超 え た 角 度 範 囲 に お い て 、 摺 動 面 １ １ １ の 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端  
部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 す る 部 位 は 、 突 起 部 材 １ ２ ３ を 押 し て い た コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 は  
回 動 角 が 広 く な る 方 向 に 僅 か な 大 き さ で 働 く よ う に 傾 斜 が 調 整 さ れ て い る 。 そ の た め 、 感  
触 発 生 機 構 か ら の 操 作 感 触 は 殆 ど 変 化 し な く な る 。 ま た 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力  
が 支 配 的 に 働 い て 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に 感 触 を 発 生 さ せ る 。 こ の た め 、 回 動 角 が １ １ ． ５  
° を 超 え 、 ２ ０ ° 未 満 の 範 囲 で 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 さ せ る と き の 操 作 感 触 は 、 ス イ ッ  
チ １ ３ ０ が オ ン と な る 範 囲 で 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 さ せ る と き の 操 作 感 触 と 比 較 し て 明  
確 に 異 な っ た も の と な る 。 こ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 操 作 す る 操 作 者 は 、 回 動 角 が １  
１ ． ５ ° を 超 え た 時 、 感 触 の 変 化 を 判 断 基 準 と す る こ と に よ っ て 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ が オ ン  
す る 範 囲 か ら 外 れ た こ と を 判 断 で き る 。 本 願 に お い て は 、 こ の よ う な 回 動 角 が １ １ ． ５ °  
を 超 え 、 ２ ０ ° 未 満 の 範 囲 を 第 ４ の 角 度 範 囲 と 記 載 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が １ １ ． ５ ° を 超 え 、 ２ ０ ° 未 満 の 範 囲 で は 、 ス イ ッ チ １ ３  
０ は オ フ で あ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 、 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 す る た め 、 ケ ー ブ ル 接  
続 部 １ ２ ７ の 回 動 動 作 に 伴 い ケ ー ブ ル １ ５ ０ が 引 っ 張 ら れ る 。 し か し 、 そ の 引 張 量 は 機 械  
的 ス イ ッ チ ３ ０ を オ ン に す る に は 十 分 で は な く 、 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ は オ フ の 状 態 が 維 持  
さ れ る 。 こ の 状 態 で も 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に 復 帰 力 が 生 じ て い る た め 、 操 作 レ バ ー １  
２ ０ よ り 手 を 離 す と 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 回 動 角  
が １ ０ ° の 状 態 に 戻 る 。 ま た 、 回 動 角 が １ ０ ° か ら ２ ５ ° ま で の 角 度 範 囲 に お い て 、 ト ー  
シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に よ る 復 帰 力 の 大 き さ は 、 常 に 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ に よ る 復 帰 力 の 大 き  
さ よ り も 大 き く な る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 そ の た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 動 作 は 、 摺 動  
面 １ １ １ 及 び 突 起 部 材 １ ２ ３ に 由 来 し た 反 力 に よ り 妨 げ ら れ る 恐 れ は 小 さ く な る 。 ま た 、  
回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 に な っ た 操 作 レ バ ー は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ り 、 回 動 角  
が ０ ° の 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ を 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 角 が ２ ０ ° 以 上 、 ２ ５ ° 以 下 の 範  
囲 で 回 動 さ せ る と 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ が 、 回 動 軸 １ ２ １ を 中 心 に 回 動 す る こ と に よ り 、 ケ  
ー ブ ル １ ５ ０ が 引 っ 張 ら れ 、 機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ が オ ン と な る 。 こ れ に よ り 、 ド ア を 機 械  
的 に 開 く た め の 駆 動 力 が 生 じ ド ア を 機 械 的 に 開 く こ と が で き る 。 尚 、 こ の 状 態 で は 、 ス イ  
ッ チ １ ３ ０ は オ フ で あ る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が ２ ０ ° を 超 え た 範 囲 に お い て 、 摺  
動 面 １ １ １ の 突 起 部 材 １ ２ ３ の 先 端 部 １ ２ ３ Ａ と 摺 動 す る 部 位 は 、 回 動 角 が ２ ０ ° の 状 態  
よ り 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 が 弱 く な る よ う に 傾 斜 が 調 整 さ れ て い る 。 こ の た め 、 操  
作 レ バ ー １ ２ ０ を 操 作 す る 際 に 加 え る 力 が 変 化 、 即 ち 、 操 作 し て い る 感 触 が 変 化 し 、 操 作  
の 感 触 が 得 ら れ る 。 ま た 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ に 復 帰 力 が 生 じ て い る た め 、 操 作 レ バ ー  
１ ２ ０ よ り 手 を 離 す と 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 に よ り 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ は 回 動  
角 が １ ０ ° の 状 態 に 戻 る 。 操 作 レ バ ー １ ２ ０ に は ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 復 帰 力 が 支 配 的  
に 働 く た め 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 動 作 は 、 摺 動 面 １ １ １ 及 び 突 起 部 材 １ ２ ３ に 由 来 し た 反  
力 に よ り 妨 げ ら れ る 恐 れ が 小 さ く な る 。 ま た 、 回 動 角 が １ ０ ° の 状 態 に な っ た 操 作 レ バ ー  
は 、 コ イ ル ば ね １ ２ ４ の 復 帰 力 に よ り 、 回 動 角 が ０ ° の 状 態 に 戻 る 。 こ の よ う な 回 動 角 が  
２ ０ ° 以 上 、 ２ ５ ° 以 下 の 範 囲 を 第 ３ の 角 度 範 囲 と 記 載 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー で は 、 第 １ の 角 度 範 囲 で あ る  
操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が 、 ０ ° 以 上 、 １ ０ ° 未 満 の 範 囲 で は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ 及 び 機  
械 的 ス イ ッ チ ３ ０ は オ フ の ま ま で あ る 。 ま た 、 第 ２ の 角 度 範 囲 で あ る 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の  
回 動 角 が 、 １ ０ ° 以 上 、 １ １ ． ５ ° 以 下 の 範 囲 で は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ は オ ン と な る が 、 機  
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械 的 ス イ ッ チ ３ ０ は オ フ の ま ま で あ る 。 こ の 範 囲 で 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ が オ ン と な っ て い る  
こ と の 操 作 の 感 触 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ３ の 角 度 範 囲 で あ る 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の  
回 動 角 が 、 ２ ０ ° 以 上 、 ２ ５ ° 以 下 の 範 囲 で は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ は オ フ の ま ま で あ る が 、  
機 械 的 ス イ ッ チ ３ ０ が オ ン と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 尚 、 第 ２ の 角 度 範 囲 と 第 ３ の 角 度 範 囲 と の 間 と な る 操 作 レ バ ー １ ２ ０ の 回 動 角 が 、 １ １  
． ５ ° を 超 え 、 ２ ０ ° 未 満 の 第 ４ の 角 度 範 囲 で は 、 ス イ ッ チ １ ３ ０ 及 び 機 械 的 ス イ ッ チ ３  
０ は オ フ の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 は 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ４ ０ の 一 方 の 端 部 １ ４ １ 側 は 、 筐 体 部 １ １ ０ に  
支 持 さ れ て お り 、 他 方 の 端 部 １ ４ ２ が 、 操 作 レ バ ー １ ２ ０ と は 第 １ の 角 度 範 囲 で は 接 触 し  
て は い な い が 、 第 ２ の 角 度 範 囲 ～ 第 ４ の 角 度 範 囲 で は 接 触 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 、 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 特 定 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、  
特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 変 形 及 び 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 国 際 出 願 は 、 ２ ０ ２ ０ 年 ３ 月 １ ３ 日 に 出 願 し た 日 本 国 特 許 出 願 第 ２ ０ ２ ０ － ０ ４ ４ ２  
６ ４ 号 に 基 づ く 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ り 、 当 該 出 願 の 全 内 容 を 本 国 際 出 願 に 援 用 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ ０         ド ア
２ ０         ア ー ム レ ス ト
３ ０         機 械 的 ス イ ッ チ
１ ０ ０       車 両 用 の ド ア オ ー プ ナ ー
１ １ ０       筐 体 部
１ １ １       摺 動 面
１ １ ２       凸 部
１ １ ３       凹 部
１ １ ４       係 止 部
１ ２ ０       操 作 レ バ ー
１ ２ １       回 動 軸
１ ２ ２       操 作 部
１ ２ ３       突 起 部 材
１ ２ ３ Ａ     先 端 部
１ ２ ４       コ イ ル ば ね
１ ２ ５       押 下 部
１ ２ ５ Ａ     第 １ の 押 下 面
１ ２ ５ Ｂ     第 ２ の 押 下 面
１ ２ ６       支 持 部
１ ２ ７       ケ ー ブ ル 接 続 部
１ ３ ０       ス イ ッ チ
１ ３ ０ Ａ     押 圧 部
１ ４ ０       ト ー シ ョ ン ば ね
１ ４ １       一 方 の 端 部
１ ４ ２       他 方 の 端 部
１ ５ ０       ケ ー ブ ル
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7375160 B2 2023.11.7(17)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】



10

JP 7375160 B2 2023.11.7(22)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｂ６０Ｊ 5/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ６０Ｊ 5/00 　　　Ｎ 　　　

(56)参考文献 特開２０１７－１３３２１０（ＪＰ，Ａ）
実開平１－１５０７７６（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｅ０５Ｂ      １／００  －  ８５／２８
Ｂ６０Ｊ      ５／００  －    ５／０４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

